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｢特定非営利活動法人 テクノ未来塾｣との探究学習 

 

　７/２７(土)、本校図書館にて｢特定非営利

活動法人 テクノ未来塾 ｣をお招きし、探究

学習が行われました。 

　｢テクノ未来塾｣は｢技術者が業界・専門分

野を超えて、夢のある未来を自ら作る活動を

行い、技術者の自立・自律を目指す活動を応

援する｣という趣旨で様々な活動を行ってい

らっしゃいます。今年度もテクノ未来塾から

企業の研究開発職、中小企業診断士など、県

内だけでなく県外からも多彩な職種の社会人

をお招きし、探究学習を行いました。今回は、

文理選択を控えた１年生を対象に｢文系と理

系について～これからの社会で働くためにど

のように学ぶのかを考えてみよう｣というテーマでワークショップを行いまし

た。 

 

　前半はテクノ未来塾の皆様の自己紹介とキ

ャリアについてお話がありました。それぞれ

の経験をもとに高校・大学での学びや、それ

らと仕事の関連性についてレクチャーと意見

交換を行いました。その中で｢苦手科目を避

けて進路選択をしたが、結局その科目が仕事

の中で必要だった｣｢働くうえで文理両方の能

力や知識が必要｣｢流れに身を任せてきたが、

いつも一生懸命取り組んできた自信がある｣

といった印象的な言葉もメンバーの皆様から

聴くことが出来ました。どの方も共通して仰

っておられた、｢本当に自分がやりたいことであれば、苦手な事も克服できる｣

という言葉に、生徒たちは大いに勇気づけられたようでした。前半の質疑応答

やレクチャーを通し、これからの正解のない時代を生きていくために、考える

力が必要であること、その力の根底には好奇心や文理にとらわれない広範囲に

わたる知識があることを学ぶことができました。 
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　後半は生徒とテクノ未来塾のメンバーが

５班に分かれて｢自分のやりたいことにつ

いて話をしてみよう｣｢自分のやりたいこと

をどのように見つけるか考えよう｣という

テーマに沿って、将来の仕事や進路実現に

ついて考えを深めました。どのグループに

おいても、テクノ未来塾の方々が生徒らの

現在の悩みや考えを丁寧に聞き取り、それ

に対して自らの経験を交えながらアドバイ

スをしてくださいました。生徒達は自らの

考えを口に出して伝えることで、それまで

自分でも気付いていなかった思いを発見す

ると同時に、普段接することのない社会人からのアドバイスに熱心に耳を傾け

ることで更に考えを深めていました。 

　その後、各班で話し合った内容

をもとに、生徒らが考えをホワイ

トボードにまとめて発表し、｢や

りたいことの見つけ方｣を共有し

ました。 

　学ぶことを働くことに繋げるた

めに、また生涯学び続けるために、

自らの興味や関心の見極めが大切

であること。そのために読書を通して様々な知識に触れ、視野を広げたいとい

う意見や、今回のワークショップのように、普段関わることのない社会人の方

など、たくさんの人と会話することで考えを深めていきたい、といった意見が

出されました。　 

　社会人との対話を通して、多くのこと

を生徒が学びとった様子が発表から伝わ

ってきました。今回の探究学習で得た気

付きを、今後の学習や進路選択に活かし

てほしいと思います。 

 

 

 

 

 


